
①事業説明会・栄養調査結果説明会・食育講演会の 

 実績報告 

 

②先行調査地区における食と健康のお便り 

  「ランチョンマット」の分析 

 

③児童栄養調査 追跡結果 



①事業説明会、栄養調査結果説明会 

・食育講演会の実績報告 

中北部地区 南部地区 八重山地区 宮古地区 

 事業説明会 25 7 2 - 

 栄養調査結果説明会 

 ・食育講演会 
7 7 1 2 

対象期間＝H2６.４～H27.３ 
単位＝回 
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②先行調査地区における食と健康のお便り 

  「ランチョンマット」の分析 



 

学校へ 



ご家庭 
学校 

学校給食センター 

②-1. ランチョンマット配布と回収の流れ 

配布 

回収 



②-２. ランチョンマットの分析方法 

【分析対象】 

 先行調査地区A学校給食センター管轄校から得られた344件 

 （期間：平成25年1月～平成26年3月回収分） 

 

【分析方法】 

 KJ法（川喜田、1967）を用いてカテゴリ化した。 

 それらの結果から情報提供ツールであるランチョンマットを 

 構造化した。 



②-３. 家庭からのコメント例 

・カンダバーの和名が「かずら」だと初めて知りました。後世に沖縄の食材 

 と、方言を残していけるよう、子どもたちにも伝えていけたらと思います。 

・ズッキーニはなかなか食卓に出ることはないので、子供の好きなカレーに 

 入れるとはいいアイデアだと思います。 

・なかなか一日に必要な栄養素を家庭でとるのは難しいので、給食で半分以 

 上の栄養素が取れることはとても助かります。 

・量が少なかったそうです。 

・島にんじんは、私が嫌いなので、ほとんど料理したことはなく、あげてな 

 かったけど、本人は完食したと言ってたのでうれしかったです。 



③児童栄養調査 追跡結果 

H25‐H26年度に栄養調査を実施した児童の 

体格および栄養状況の推移の検討 

～A小学校の一例～ 

【分析対象】 

 ベースラインおよび1年後調査に参加した児童193人 

 （男子90人、女子103人） 

 

【評価項目】 

 身長、体重、肥満度、ローレル指数、栄養素摂取量、 

 BDHQ栄養素別信号 

  

【解析方法】χ2検定、対応のあるt検定  

      P値0.05未満を有意水準とした。 

  




